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オーダーメイドの屈曲部材

　

更
生
管
の
一
体
性
を
担
保

専
用
設
計
の
屈
曲
部
材
で
　

３Ｓセグメント工法とは

平
塚
市
発
注
・
矩
形
き

改
築
工
事
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平
塚
市
が
昨
年
度
に
発
注
し
た
﹁
ス
ト

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
管
路
改
築
工

事
そ
の
１
﹂の
施
工
が
３
Ｓ
セ
グ
メ
ン
ト
工
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
高
さ


幅
共
に
２
０
０
０

を
超
え
る
大
断
面
の
矩
形
き

を
更
生
す
る
も
の
で


施
工
対
象
区
間
の
中
に
直
角
曲
が
り
部
を
含
む
特
徴
的
な
案
件

今
回

同

工
事
の
受
発
注
者
に
設
計
・
工
事
で
の
創
意
工
夫
等
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た


　今回、平塚市発注工事の「ス
トックマネジメント管路改築工
事その１」を伊達建設から受注
しました。当社は、年１月
に３Ｓセグメントの製造メーカ
ーである湘南合成樹脂製作所か
ら工事部門を独立させた工事会
社です。
　管きょの更生工事を施工する
に当たり、屈曲部の設計および
施工が大きな問題点でした。特
に直角に屈曲している箇所は、
ハンドレイアップか、表面部材
を切断し施工するしかありませんでした。
　今回も直角な屈曲部は、ハンドレイアップ工法が採用されていまし
た。この場合、連続性にならないため耐震性が担保できません。
　そこで、メーカーと「何とか連続性ができないか？」と相談しまし
た結果、写真のような屈曲部材を製造することになりました。
　この部材を４ピースつなぐことで、直角の屈曲部を連続化すること
ができます。
　ここでの問題は、「この部材を既設のマンホールからどのように投
入し、管きょの中でどのように組み立てるか？」でした。
　実際に施工する技術者や技能者と打ち合わせを行い、マンホールか
ら投入できる大きさにばらして、管きょ内で組み立てることにしまし
た。
　地上で数回練習を行い、組立手順を確認してから現場での施工に臨
みました。その結果、管きょ内で写真のリングを組立、表面部材を連
続することに成功しました。
　今回の工事で得たことは、メーカーと協力することにより、３Ｓセ
グメント工法の特徴を生かし、今までできなかったことへチャレンジ
できたことです。
　困難な更生工事を設計および施工することが現在求められている
中、世の中のニーズに答えられるよう努力していく所存です。

　老朽化した下水道管きょ内
に３Ｓセグメントを組み立
て、既設管と３Ｓセグメント
との隙間に３Ｓ充てん材を注
入し、更生材と既設管を一体
化した複合管を構築する技
術。組み立て式製管工法（複
合管工法）に分類される。円
形管ではφ～㎜、矩
形きょなど非円形管では短辺
㎜以上、長辺㎜以下
まで適用が可能。３Ｓセグメ
ント更生材については、日本
下水道協会のⅡ類資器材「下
水道用硬質塩化ビニル製管更
生材」に認定されている。

　
■
平
塚
市
の
概
要

　
平
塚
市
は
神
奈
川
県
中
央
部


相
模
平
野
南
部
に
位
置
す
る
人
口

約

万
人
の
首
都
圏
都
市
で
あ

る

平
塚
市
の
下
水
道
事
業
は
昭

和

︵
１
９
６
４
︶
年

月
に
事

業
認
可
を
取
得
し

Ｊ
Ｒ
平
塚
駅

周
辺
か
ら
管
路
整
備
を
進
め
て
き

た

当
時
は

公
衆
衛
生
確
保
や

雨
水
防
除
な
ど
が
早
急
に
求
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り

合
流
式

下
水
道
で
整
備
を
開
始
し
た

そ

の
後

分
流
式
下
水
道
と
し
て
事

業
区
域
を
拡
大
し

市
街
化
区
域

︵
約
３
１
５
２
・


︶
の
ほ
ぼ

全
域
に
加
え

市
街
化
調
整
区
域

の
一
部
︵
約
４
６
４
・


︶
で

事
業
を
展
開
し
て
い
る


　
下
水
道
事
業
の
整
備
率
に
着
目

す
る
と

令
和
５
年
度
末
時
点
で

汚
水
は

事
業
計
画
区
域
の
約


％
以
上

雨
水
は
事
業
計
画
区
域

の
約

％
が
整
備
済
み
で
あ
り


汚
水
の
整
備
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
概

成
し

管
路
延
長
は

合
流
・
汚

水
・
雨
水
合
わ
せ
て
約
１
２
２
１



も
の
ス
ト

ク
を
有
し
て
い

る


　
最
初
期
に
整
備
し
た
管
路
ス
ト


ク
に
つ
い
て
は

老
朽
化
の
目

安
で
あ
る
布
設
後

年
以

上
経
過
し
た
も
の
が
徐
々

に
出
始
め

令
和
５
年
度

末
時
点
で

年
を
超
過
し

た
管
路
延
長
は
約
１
１
０


︵
約
９
％
︶に
及
ぶ


平
塚
市
の
下
水
道
整
備
は

昭
和

年
度
か
ら
平
成


年
度
ま
で
の
約

年
間
で

集
中
的
に
行

て
き
た
こ

と
も
あ
り

本
格
的
な
事

業
の
山
は
約

年
後
と
な

る
そ
の
頃
に
は
全
体
約

１
２
２
１


の
う
ち


約
７
５
４


と
半
数
以

上
が
標
準
耐
用
年
数
を
超

過
す
る
こ
と
と
な
る

﹁
事
業
平

準
化
の
観
点
か
ら
布
設
年
度
や
路

線
重
要
度
を
基
に
優
先
順
位
を
定

め

計
画
的
に
順
次
改
築
更
新
事

業
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
︵
谷
田
部
栄
司
平
塚
市
土
木
部

下
水
道
整
備
課
課
長
代
理
兼
計
画

担
当
長
︶﹂
と
大
枠
を
紹
介


　
具
体
的
に
は

平
成

年
代
か

ら
将
来
的
な
改
築
更
新
を
見
越

し

Ｊ
Ｒ
平
塚
駅
前
周
辺
の
合
流

区
域
を
中
心
に
管
路
内
調
査
を
進

め
て
き
て
お
り

小
中
口
径
管

︵
φ
８
０
０

未
満
︶
は
Ｔ
Ｖ
カ

メ
ラ
調
査
に
て

大
口
径
管
︵
φ

８
０
０

以
上
︶
は
潜
行
目
視
調

査
に
て
実
施
し
て
き
た

管
路
内

調
査
の
結
果

管
路
の
破
損

鉄

筋
露
出

腐
食

目
地
・
継
手
部

か
ら
の
浸
入
水
な
ど
の
異
状
・
不

具
合
等
が
認
め
ら
れ

特
に
対
策

が
必
要
と
さ
れ
た
ス
ト

ク
は


合
流
区
域
で
は
約



確
認
さ

れ
た
こ
と
よ
り

順
次
改
築
更
新

を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と

﹁
当

初
は
老
朽
化
対
策
に
国
か
ら
の
交

付
金
が
無
か

た
こ
と
か
ら

市

費
に
て
工
事
を

進
め
て
い
た

が

そ
の
後


下
水
道
ス
ト


ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
支
援
制
度
が

始
ま
り

国
の

交
付
金
を
活
用

し
な
が
ら

数

年
間
に
わ
た
り

対
策
を
進
め


現
在
ま
で
に
約

７
・
６


分

の
改
築
が
完
了

し
て
お
り

残

り
約



に

つ
い
て
は
令
和

年
度
ま
で
に
完

了
す
る
予
定
で
あ
る
︵
小
島
健
人

同
課
計
画
担
当
技
師
︶﹂
と
進
捗

を
述
べ
る


　
改
築
方
法
は

既
設
管
の
状
態

や
交
通
状
況

経
済
性
等
か
ら
総

合
的
に
比
較
検
討
し

管
更
生
工

法
又
は
布
設
替
え
工
法
で
の
改
築

を
実
施
し
て
い
る


　
■
直
角
曲
が
り
部
で
施
工

　
平
塚
市
の
中
で
も
重
要
幹
線
に

位
置
付
け
ら
れ
る
の
が

東
部
ポ

ン
プ
場
に
接
続
す
る
大
口
径
幹
線

︵
幅
２
７
０
０

×
高
さ
２
１
５

０

︶
で

Ｊ
Ｒ
平
塚
駅
南
東
の

夕
陽
ケ
丘
地
区
に
位
置
す
る

国

道
１
２
９
号
の
車
道
下
に
布
設
さ

れ
て
お
り

布
設
後

年
が
経
過

し
て
い
た

令
和
５
年
度
発
注
の

﹁
ス
ト

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
管
路

改
築
工
事
そ
の
１
﹂
で
は

延
長


・
９

に
わ
た
り
改
築
工
事
を

行
う
こ
と
と
な

て
い
た


　
﹁
既
設
管
の
直
線
部
は
プ
レ
キ


ス
ト
ボ

ク
ス
カ
ル
バ

ト

で

工
事
区
間
最
下
流
部
の
曲
が

り
部
は
現
場
打
ち
鉄
筋
コ
ン
ク
リ


ト
で
築
造
さ
れ
て
お
り

直
線

部
に
は
一
部
断
面
変
化
部
を
含

む

潜
行
目
視
調
査
の
結
果

ボ


ク
ス
カ
ル
バ

ト
目
地
か
ら
染

み
出
る
程
度
の
湧
水
︵
浸
入
水
︶

が
複
数
箇
所
で
散
見
さ
れ
た
︵
長

谷
川
昌
章
同
課
課
長
代
理
兼
整
備

担
当
長
︶﹂
と
既
設
管
の
概
要
を

紹
介
す
る


　
曲
が
り
部
に
つ
い
て
は

車
道

線
形
に
沿
う
よ
う
に
築
造
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り

イ
ン
コ

ス

側
は
直
角
と
な

て
い
る
一
方


ア
ウ
ト
コ

ス
側
は
三
面
鏡
の
よ

う
な
複
合
断
面
と
な

て
お
り


約

度
ず
つ
の
鈍
角
を
組
み
合
わ

せ
た
連
続
断
面
と
な

て
い
る


今
回
の
工
事
案
件
の
核
心
部
分
と

な
る


　
そ
の
ほ
か
既
設
管
の
条
件
と
し

て
は
渇
水
期
で
く
る
ぶ
し
程
度


出
水
期
で
最
大
膝
下
程
度
ま
で
常

時
流
量
が
あ

た
が

大
口
径
対

応
の
管
き

更
生
工
法
の
多
く
が

供
用
下
施
工
に
対
応
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り

工
事
設
計
に
当
た


て
支
障
と
は
な
ら
な
い
と
判
断
し

た


　
改
築
工
事
の
実
施
に
当
た

て

は

更
生
後
の
断
面
縮
小
に
伴
う

流
下
能
力
へ
の
影
響
や

開
削
工

事
と
比
較
し
た
場
合
経
済
性
・
上

部
交
通
へ
の
影
響
な
ど
を
総
合
的

に
評
価
し

管
き

更
生
工
法

︵
非
開
削
工
事
︶
に
て
行
う
こ
と

を
決
め
た


　
■
オ

ダ

メ
イ
ド
で
対
応

　
当
初
設
計
で
は

直
線
部
は
ら

せ
ん
製
管
工
法

曲
が
り
部
は
左

官
手
仕
上
げ
に
よ
る
Ｆ
Ｒ
Ｐ
成
形

と
し
て
い
た
が

受
注
者
側
か
ら

の
提
案
に
よ
り

３
Ｓ
セ
グ
メ
ン

ト
工
法
で
の
工
事
を
施
工
承
諾
し

た

３
Ｓ
セ
グ
メ
ン
ト
工
法
に
つ

い
て
は

過
去
に
も
宮
崎
市
の
改

築
工
事
で
同
様
の
直
角
曲
が
り
部

施
工
の
実
績
が
あ
り

採
用
す
る

た
め
の
参
考
に
な

た


　
工
事
自
体
は
昨
年

月
か
ら
今

年
２
月
中
旬
に
か
け
て
行
わ
れ


製
管
作
業
に
約
１
カ
月
半

こ
の

う
ち
曲
が
り
部
の
製
管
作
業
は
３

日
ほ
ど
を
要
し
た


　
最
大
の
山
場
で
あ
る
曲
が
り
部

の
製
管
作
業
に
つ
い
て
は

断
面

形
状
・
寸
法
に
応
じ
た
オ

ダ


メ
イ
ド
で
屈
曲
部
材
４
ピ

ス
を

メ

カ

側
で
製
作

マ
ン
ホ


ル
か
ら
搬
入
が
行
え
る
よ
う
各
ピ


ス
は
さ
ら
に
分
割
構
造
と
し

た

﹁
曲
が
り
部
に
つ
い
て
も
直

線
部
と
同
じ
工
場
二
次
製
品
︵
プ

ラ
ス
チ

ク
製
更
生
材
︶
に
て
連

続
的
に
更
生
が
行
え
た
こ
と
で


施
工
後
の
出
来
栄
え
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と

更
生
管
と
し
て
の
一
体

性
も
担
保
で
き
る
よ
う
に
な

た

︵
青
木
政
志
同
課
整
備
担
当
主

査
︶﹂
と
講
評


　
ま
た
当
初
設
計
で
は

Ｆ
Ｒ
Ｐ

樹
脂
の
手
仕
上
げ
の
際
は

曲
が

り
部
の
施
工
区
間
は
水
替
え
に
よ

る
ド
ラ
イ
化
を
行
う
必
要
が
あ


た
が

屈
曲
部
材
施
工
に
切
り
替

え
た
こ
と
で
そ
の
手
間
が
な
く
な


た
分

施
工
作
業
の
省
力
化
に

も
つ
な
が

た
と
の
こ
と
で

こ

の
点
も
評
価
さ
れ
て
い
る


　
こ
の
ほ
か
工
事
全
体
を
振
り
返

り
懸
案
事
項
だ

た
の
が
安
全
管

理
だ

交
通
量
の
非
常
に
多
い
片

側
２
車
線
の
国
道
１
２
９
号
に


第
１
車
線
と
第
２
車
線
を
跨
ぐ
よ

う
縦
断
的
に
下
水
道
幹
線
が
布
設

さ
れ
て
お
り

搬
入
・
通
気
口
と

な
る
マ
ン
ホ

ル
が
異
な
る
車
線

に
あ

た
た
め

道
路
中
心
位
置

に
作
業
帯
を
配
置
す
る
必
要
が
あ

り

交
通
誘
導
含
め
安
全
管
理
に

は
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
た
と
の

こ
と

約
３
カ
月
の
工
事
期
間


無
事
故
無
災
害
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と

ク
レ

ム
な
ど
も
起
こ
ら
ず

完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
た


　
今
後

管
き

更
生
工
法
の
技

術
開
発
に
求
め
る
視
点
と
し
て

は

工
法
の
異
な
る
管
き

更
生

工
法
で
の
隣
接
工
区
と
の
接
続
方

法
に
つ
い
て

モ
ル
タ
ル
・
樹
脂

仕
上
げ
に
代
わ
る
工
法
の
開
発
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る



